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1･　家事作業の至適領域に関す る研究 の一環 として，

第1, 第 ２報は種 々なる高 さの調理台で 作業し た場合 の

酸素需 要量及びエネルギ ー代謝率について報告し たが，

今回は，筋電図の立場から検討し た。

2.　調理台の高さの変化に伴って変化する作業筋の活

動様式 を表面誘導 において記録し た。

電極は, 径10mm の銀板 を，作業に最も関係 の多い と

思われ る筋の走行に平行し て4  cm 離しては り,調理台の

高さを変えて作業 をおこなった場合の筋電図から， 筋の

活動の最も少 ない至適高を求めた。

3.　筋電 図は調理台の高さの変化 に伴なって変化し，

至適高は， 前報のエネルギー代謝成績 とほぼ一致する。

一例をあげれば,   5.2 kg を左 右に50  cm メトロ ノー ムに



合 わせ て移動 する場合，上腕二頭筋では70  cm ～120  cm

に わた る17段階 の筋電図からみて，身長の53 ～56% の段

階で最小値を得 た。
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